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「しんきん脱炭素応援ファンド」による 
内藤建設㈱への投資実行について 

 

この度、当社が運営する「しんきん脱炭素応援ファンド」（ＬＰ：信金中央金庫、株式会

社脱炭素化支援機構）より、岐阜信用金庫の取引先である内藤建設株式会社に対し、本ファ

ンドより投資実行しました。 

内藤建設㈱は、建築工事、土木工事のいずれも行う総合建設工事業者で、岐阜県を中心に、

中部地区全般および首都圏にて、教育、医療・福祉、工場・倉庫、マンション、商業施設等、

様々な用途の建物建設をワンストップにて請け負っており、高い技術力を背景に、「ZEH」や

先進的な取り組みである「HACCP 導入サポート」、地震に強い「テクノストラクチャー」工

法、低コスト・短納期（省エネ）・高品質・自由設計が可能な「システム建築」、老朽化した

建物を再生する「リファイニング建築」など、「建設ドクター」として、様々な工法を用い

て建物を提供しております。 

とりわけ、「リファイニング建築」は、既存の建物の躯体を活かした立替え方法で、一般的なリフ

ォームやリノベーションでは容易でない抜本的な耐用年数の向上や耐震性の向上、用途変更を可

能とする工法で、廃材をほとんど出さず、環境にやさしい建築が可能で、解体後に新築した場合と

比較して CO2 排出量の削減、廃棄物排出量の大幅な削減が可能※であり、脱炭素化に資するも

のと考えており、投資実行いたしました。 

※2022 年の内藤建設㈱大垣支店の再生にあたっては、従来の建替え建設に比べＣｏ２が 50％、建設廃棄物排出量で 83％以上

の削減が実現しました。 

 

当社は、信用金庫業界の専門会社として、2020 年 6 月から運営している財務基盤強化  

支援ファンド「しんきんの礎」、2024 年 1 月から運営している創業・育成＆成長支援    

ファンド「しんきんの翼第 2号」と併せ、今後も各中小企業のライフステージに応じて多様

な施策を提供してまいります。 

 

 



【本ファンドの概要】 

名 称 投資事業有限責任組合しんきん脱炭素応援ファンド 

出 資 総 額 20億円  

出 資 者 有限責任組合員 

 信金中央金庫 

 株式会社脱炭素化支援機構 

無限責任組合員 

 信金キャピタル株式会社（信金中央金庫 100％子会社） 

設 立 日 2025年４月 10日 

存 続 期 限 2045年４月９日 

投 資 形 態 普通株式、種類株式、社債、劣後ローン等 

 

【本ファンドのスキーム図】 

 

以 上


